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九頭竜川ダム統合管理事務所では、より効果的・効率的に、洪水や渇水の被害から地域を守るため九頭竜ダ
ムと真名川ダムを統合管理して運用するとともに、環境保全や地域振興に関する取り組み等を行っている。

ダムの管理・運用状況【ダムの役割】

真名川ダム

九頭竜ダムの貯水位は、2月下旬にEL+540m付近まで低下し、融雪水が流入する3～4月に貯水位が上昇す
る。5～12月は概ねEL+550～560mで推移する。

真名川ダムの貯水位も同様に、2月下旬にEL+340m付近まで低下し、融雪水が流入する3～4月に貯水位が
上昇し、かんがい期前の4月下旬にEL+360m程度となる。その後は貯水位を低下させ、８～９月頃はEL+335m
付近で貯水位を管理している。

ダム貯水位の状況

融雪出水

3

九頭竜ダム

融雪出水



平成24年～28年の5年間で、九頭
竜ダムでは8回、真名川ダムでは2
回の洪水調節を行っている。

平成28年9月の台風16号では九
頭竜ダムで約702万ｍ3（東京ドー
ム約5.7杯分）の洪水を全量貯留し、
ダム下流朝日地点（大野市朝日町
付近）で約1.3ｍ程度の水位を低減
させた。

この台風では、真名川ダムへの
流入量は洪水調節流量の500m3/s
に達していなかったが、ダムに洪水
を貯留し、ダム下流河川の水位を
低減させた。

ダムの出水状況
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洪水調節
実施日

要因 最大流入量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

最大流入時
放流量(m3/s)

調節量
(m3/s)

H24.4.3 低気圧 362 135 129 233
H24.6.19 台風4号 294 0 0 294
H25.9.4 台風17号 435 190 0 435
H25.9.16 台風18号 576 62 0 576
H26.7.10 台風8号 684 119 0 684
H26.8.10 台風11号 825 0 0 825
H26.10.14 台風19号 283 0 0 283
H28.9.19 台風16号 623 0 0 623

九頭竜ダム

今回出水の最高水位
（3.34m：標高427.10ｍ）

朝日地点における水位低減効果

左岸 右岸

▽

▽

ダムで河川の水量を調節しなかった場合の水位
（4.63m：標高約428.39ｍ）

洪水調節
実施日

要因 最大流入量
(m3/s)

最大放流量
(m3/s)

最大流入時
放流量(m3/s)

調節量
(m3/s)

H26.8.10 台風11号 544 159 151 393

H28.9.19 台風16号 289 123 14 275

真名川ダム

約1.3m水位低減
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平成24年～28年のダム湖の水質調査結果（抜粋）を示す。

九頭竜ダムは環境基準の中で最も厳しい（きれいな）AA類型に指定されている。BODがAA類型の基準値を超
えている期間があるが、SSは基準値を満足しており、比較的安定した水質であることがうかがえる。

BODが基準値を超えている部分については、降雨による濁り水の流入により一時的に高い値になっていると考
えられ、通年でみると特段の問題はない。

九頭竜ダム
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ダム湖の水質
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※平成27年3月は欠測

真名川ダムは環境基準の指定がなされていないため、九頭竜ダムと同じ環境基準のAA類型で評価した。

真名川ダムの水質は九頭竜ダムと同様に比較的安定しており、SSは通年、AA類型の基準値を満足してい
るが、BODは一部でAA類型の基準値を超えている状況であった。

BODがAA類型の基準値を超えるのは、九頭竜ダムと同様に濁り水の流入による一時的なものと考える。
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真名川ダム弾力的管理として、洪水調節容量の一部に貯留した容量を活用して、ダム下流の河川環境の保
全・改善を目指して放流試験を平成15年度より実施している。

真名川ダム弾力的管理（試行）

実施
時期

実施日
ダム放流量の
ピーク流量

置土
自然再生試験

置土量 材料 場所

試
験

こ
れ
ま
で
の
実
績

フ
ラ
ッ
シ
ュ
放
流

H15.9.30 25m3/s — —

秋期 H16.11.15 45m3/s 約220m3 貯水池上流の堆積土
八千代橋上流

約0.5km(左岸)
—

夏期 H17.8.2 25m3/s — —

冬期 H17.12.8 40m3/s 約200m3 河川敷の掘削土
君ヶ代橋上流

約0.6km(左岸)
—

秋期 H18.11.15 45m3/s 約200m3 貯水池上流の堆積土
君ヶ代橋上流

約0.8km(左岸)
—

秋期 H19.11.8 45m3/s 約330m3+650m3
貯水池上流の堆積土

+河川敷の掘削土
君ヶ代橋上流
約1km(左岸) 新水路の創出

秋期 H20.11.18 45m3/s 約100m3 河川敷の掘削土
君ヶ代橋上流
約1km(左岸)

旧河道の再生

春期 H22.4.14 70m3/s 約140m3 河川敷の掘削土
八千代橋上流

約1.5km（左岸） ワンド(緩流域)の創造

自
然
出
水
再
現
放
流
（
弾
力
放
流
）

融雪期 H23.4下旬～H23.5 136m3/s 約280m3 貯水池上流の堆積土
置土ステーション
（八千代橋上流） エコトーンの創造

夏期 H23.9.21 365m3/s(自然出水) — —

融雪期 H24.4 50m3/sにカットして放流 約360m3 貯水池上流の堆積土
置土ステーション
（八千代橋上流）

水際のほぐし

夏期 H24.9.18 230m3/s(自然出水) — —

融雪期 H25.4
最大約30m3/s放流

(融雪出水）
約320m3 貯水池上流の堆積土

置土ステーション
（八千代橋上流）

水際のほぐし

夏期 H25.7.30 213m3/s(自然出水) — —

夏期 H25.9.16 320m3/s(自然出水) — —

本
格
運
用

試
行
期
間

融雪期 H26.3下旬～H26.4上旬 132m3/s — —

夏期 H26.8.10 407m3/s(自然出水) — —

本格運用 融雪期 自然出水再現放流

本格運用へ移行

平成
2７
年度

平成
2８
年度
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◆これまでの実施状況と今後の予定◆



平成２７年度の実施結果
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歴代ダム放流量のピーク流量順位
（真名川ダム完成以降）

■平成25年 台風18号による出水■平成24年 前線による出水

※流域流出量（１０分データ）

■平成26年 台風11号による出水
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最大放流量

230m3/s

最大流入量

238m3/s

最大流入量

379m3/s

最大放流量

320m3/s

最大流入量

544m3/s

最大放流量

407m3/s

順位 発生
年月日

ダム放流量
(m3/s)

流入量
(m3/s)

備考

1 H1.9.7 464 404
(536※)

秋雨前線

2 H26.8.10 407 544 台風11号

3 H23.9.21 365 428 台風15号

4 H10.9.22 344 469 台風7号

5 H25.9.16 320 379 台風18号

【近年の自然出水の状況】
・平成２６年に既往第２位、平成２５年に既往第５位の放流量(いずれも台風による)を記録した。
・平成２７年４月には、目標流量２００ｍ３/ｓを６時間放流する、弾力放流を実施。
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ダム放流量のピーク流量順位（真名川ダム完成以降）



弾力放流による地形の変化（平成27年4月 2.4ｋ砂州）

弾力放流前（H27.3.30撮影） 撮影時のダム放流量：0.67m3/s

弾力放流中（H27.4.5撮影） 撮影時のダム放流量：約198m3/s ダム放流量ピーク流量：約198m3/s

弾力放流後（H27.4.30撮影） 撮影時のダム放流量：約23m3/s 地形変化している（河道の攪乱）

9

◆評価・課題等◆
これまでの弾力的管理（試行）により、自然裸地の形成や付着藻類の改善などの効果が確認できた。

平成29年度は、ダム下流の河川環境の保全・改善を目指して、本格運用に向けた関係機関との調整と手続きを進
めていく。



九頭竜ダム湖の外来生物対策

【コクチバス対策】

■平成１９年度の魚類調査において､九頭竜ダム湖
内で特定外来種のコクチバス２個体を確認した。コク
チバスを放置すると､ダム湖の在来魚種等に大きな
影響を与える恐れがあるため､平成２１年度より調査
を実施している。

■今回の活動は福井県内水面総合センターが実施
している特定外来魚の一斉駆除活動で、下記団体
からも参加し総勢延べ５７名で行った。

参加団体）奥越漁業協同組合、大野市漁業協同組合、ドラゴンリバー
交流会、福井県自然環境課、自然保護センター、水産課、海浜自然セ
ンター、内水面漁業協同組合連合会、電源開発(株)、(株)ＪＰハイテッ
ク、奥越前まんまるサイト、大野市が協働、事務所から職員7名参加

■湖を泳ぐコクチバス

開催日時：平成２８年６月２日（木） ～３日（金）
実施場所：福井県大野市長野 （九頭竜ダム湖）
駆除方法： 刺し網、竿釣り、産卵床の破壊

■刺し網

10

■駆除対象魚の産卵床

◆評価・課題等◆
刺し網や竿で釣り上げたりして、初日で２１匹、翌日は４６匹、２日間で６７匹のコクチバスを捕獲した。
また、産卵時期であったことから、コクチバスが石を集めて作る産卵床の破壊も行った。

今後もダム湖の自然環境保全の取り組みを継続したいと考える。

直径50㎝～1m前後の浅い擂鉢状

産卵床



水源地域活性化のための活動
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分類 活動名 主な活動内容

環境
保全

九頭龍川クリーンアップ大作戦 真名川グラウンド等で清掃活動を実施

越前おおの湧水文化再生計画 湧水文化を後世へ引き継ぐことを目標に、水田湛水や地下
水計測・啓発等を実施

水への恩返し（Carrying Water Project） 「水への感謝の思い」を「水への恩返し」という行動で表す。
「水」を基幹とする新たな産業創出や人材育成、東ティー
モールへの支援等を実施

大野市森・水保全条例 水源地域内の土地の所有権移転等に関する条例

越前おおのエコフィールド ドングリなどの苗木を育てる森林づくり活動や、自然環境教

育、自然体験などを実施

「水源地域ビジョン」の活動概要を以下に示す
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分類 活動名 主な活動内容

交流 平成２８年度 「日帰り留学」 子供たち（親子）の短期留学による交流

カヌーを使った水辺の安全教室 プールやダム湖でカヌーを使った水辺の安全教室や、カヌー
出前講座を実施

化石発掘体験 恐竜やアンモナイトなどの化石発掘体験を開催

大野市とモンベルの協定締結 地方創生に向けた相互連携・協力に関する協定を締結

真名川河川敷サイクリングコース整備 「大野市自転車を活用したまちづくり計画」に基づき、サイクリ
ングコース等を整備

＜森と湖に親しむ旬間行事＞
もりみずカップ少年サッカー大会

流域の子供たちによるサッカー大会

NPO法人九頭竜自然樂校 九頭竜新緑まつり・紅葉まつりで木工アート教室を開催

ノーム自然環境教育事務所 九頭竜新緑まつりでのカヌー体験等を実施

啓発
活動

＜森と湖に親しむ旬間行事＞
真名川ダム・九頭竜ダム等の見学会

ダムの見学会
参加している各機関による啓発活動

九頭竜新緑まつり・紅葉まつりでのパネル展示
防災パネル展

防災等に関するパネル展示
流木等の配布

流木の有効活用 流木や流木から作った堆肥の配布

九頭竜ダム展示室 防災等の啓発やダムの役割の広報

ダムカードの配布 ダムカードの配布

ダム湖周辺の紅葉情報提供 HP、ツイッターによる紅葉情報の提供

真名川ダム･九頭竜ダム水源地域ビジョンＨＰ更新 ＨＰの更新



概 要

１．森と湖に親しむ旬間行事

真名川ダム見学会 （平成２８年７月３０日(土)）
九頭竜ダム・長野地下発電所見学会 （平成２８年７月３１日(日)）
森と湖に親しむ旬間行事運営連絡会

国民のみなさんが森と湖に親しみ心身をリフレッシュしながら、森林やダム湖の重要性について理解を深
めていただくことを目的に、真名川ダムや九頭竜ダム・長野地下発電所の見学会を実施した。

【 実 施 内 容 】

■ダム見学会 募集チラシ

【主 催】

【関連・協賛行事】 第９回もりみずカップ少年サッカー大会 （平成２８年６月１８日(土)、１９日(日)）

【 事 前 Ｐ Ｒ 】 県内を対象に新聞広告、公式ツイッター、チラシ等で事前ＰＲを実施

福井森林管理署／福井県／大野市／電源開発㈱／北陸電力㈱／関西電力㈱／
大野市漁業協同組合／福井河川国道事務所／九頭竜川ダム統合管理事務所

【 構 成 機 関 】

■公式ツイッター

■地域情報誌
「スマイルママ」7・8月号に掲載

■広報おおの7月号掲載

■テレビニュース報道 NHK:平成28年7月30日（土）
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真名川ダム見学会

■ダムの大きさを体感 ■アーチ式ダムを体感

■紙飛行機飛ばし（水溶紙）

■管理用通路見学

■スマートボールゲーム■流木・堆肥のプレゼント

真名川ダム見学会では、アーチ式ダムの迫力を体感いただくとともに、ダム内部の見学も実施した。また、紙飛行機飛ばしや
流木プレゼントもあり、来場者は約400人と盛況であった。

【開 催 日】 平成２８年７月３０日（土） 【来 場 者】 約400人

【参加機関】 福井森林管理署 / 福井県 / 北陸電力(株) / ダムマイスター /福井河川国道事務所・ 九頭竜川ダム統合管理事務所

14



真名川ダム見学会

■パネル展示（福井森林管理署）
国有林の森林保全の取り組み

■パネル展示（福井県）
県が管理するダムや森林の保全

■パネル展示（北陸電力）
環境保全活動

■パネル展示
（福井河川国道事務所/
九頭竜川ダム統合管理事務所）

ダム見学会では、ダムやゲートなどの見学、説明を行った。

【開 催 日】 平成２８年７月３０日（土） 【来 場 者】 約７０人

【開催ダム】笹生川ダム(大野市）

笹生川ダム見学会

■笹生川ダム見学会の様子
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九頭竜ダム見学会・長野発電所見学会では、ダム堤体上より、高さ128ｍの九頭竜ダムのスケールを体感してもらった。

その他、ダムの構造・機能をよく理解していただけるよう、洪水吐ゲート等の説明を実施した。
【開 催 日】平成２８年７月３１日（日）
【来 場 者】九頭竜ダム会場 約７００名／長野発電所 約５３０名

【参加機関】大野市/電源開発㈱/北陸電力㈱/関西電力㈱/九頭竜川ダム統合管理事務所 ほか

九頭竜ダム見学会・長野発電所見学会

■地下発電所見学-１

■冬期連絡通路

■長野発電所会場 ■模型実験の実演の様子

■九頭竜ダム会場

■長野発電所会場

■地下発電所見学-２

■お絵かきコーナー■冬期連絡通路■ダム湖の様子
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■パネル展示（大野市観光振興課） ■パネル展示（九頭竜川ダム統合管理事務所）

■九頭竜湖の流木無料配布 ■地元業者さんの協力による
流木を利用した工作教室

■九頭竜ダム見学会記念撮影パネル

・大野市により、湧水文化再生に関する取り組み及び越前美濃街道沿線自治体の観光紹介を行った。

・この他、ダム湖に流れついた様々な形の流木を無料配布し、また地元業者さんの協力による流木を利用した工

作教室も好評であった。

・なお、水上巡視体験は、ダム湖水位の低下により今回は中止となった。

九頭竜ダム見学会・長野発電所見学会
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アンケート結果

●真名川ダム会場 ・ 笹生川ダム会場（福井県管理ダム）

来場者数は昨年に比べ、真名川ダム会場で2.3倍、笹生川ダム会場
で2.2倍となった。

「初めてダムの中を見学することが出来て良かった。感激した。」、

「ダムは涼しくて気持ち良かった。」など、ひんやりした堤体内通路や噴
水など、夏のイベントとして喜ばれている声が多数あった。

●九頭竜ダム会場 ・ 長野発電所会場

来場者数は昨年に比べ、九頭竜ダム会場で約1.9倍、長野発電所で
約2.6倍となった。

九頭竜ダムは県境の主要道沿いにあるため、昨年度は「通りすがり」
での来場者が最も多かったが、今年度は新聞広告をみて来場された
方の比率が最も高かった。

「ダムについて、よくわかりました。子ども達も楽しく過ごせたと思いま
す。」などの意見があり、広く一般の方にダムを知っていただく効果を
あげていることが確認できる。

「森と湖に親しむ旬間」行事来場者の動向
旬間中に各見学会会場でアンケートを実施

■アンケート結果

◆評価・課題等◆
今年度は行事開催に先立ち、新聞広告や周辺道の駅での

チラシ配布、公式ホームページ等での掲載を行った。

その結果、県内・外から多くの来場者を迎えることが出来、
行事全体で昨年を大きく上回る約1,700人の見学者を迎える
ことができた。

今後は、イベント内容のマンネリ化、運営費用の制約、運
営人員の不足などの課題を解消しながら、より多くの方に森
林やダム、河川等の重要性について関心を高め、理解を深
めていただく取り組みを継続したいと考える。

（年度）

（年度）

（年度）
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「森と湖に親しむ旬間」協賛行事

【協賛行事】もりみずカップ少年サッカー大会

■事務所長の祝辞 ■試合の模様

九頭竜川ダム統合管理事務所では、真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン推進委員会を通じて、
多様な活動主体と協働して水源地域の活性化に取り組んでいる。

「森と湖に親しむ旬間」の協賛行事として、九頭竜川の水源地から下流まで16チームの子ども達が参加
する「もりみずカップ少年サッカー大会」が開催された。

【開催日】

【主 催】

平成２８年６月１８日（土）・１９日（日）

もりみずカップ実行委員会/

フェンテ大野フットボールクラブ

【会 場】

【協 賛】

【後 援】

奥越ふれあい公園陸上競技場

九頭竜川ダム統合管理事務所/大野市

福井新聞社/越前おおの農林樂舎
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◆評価・課題等◆

この少年サッカー大会は、平成20年に「森と湖に親しむ旬間」全国行事が大野市で開催された事を
記念して始ったもので、今年度で第8回大会となる。

参加チーム数は昨年度より1チーム増え16チームが参加しており、そのうちの2チームは岐阜県郡上
市からの参加である。

九頭竜川の水源地から下流まで九頭竜川のもたらす豊かな自然を愛する心・感謝する心を育てな
がら参加チーム相互の親善を深める大会となっている。

参加チームが増えながら継続的に実施できており、上下流域チームの参加により地域間の交流に
広がりをみせている。



活動概要

２．平成２８年度 「日帰り留学」

【開催日】平成２８年８月２０日（土）
【会場】麻那姫湖青少年旅行村(中島公園)
【申し込み人数】約３０名
【参加団体】 大野市漁業協同組合/九頭竜川ダム統合管理事務所

日帰り留学は、福井豪雨から10年の節目となる平成26年より「水源
地域ビジョン」の取り組みの一環として実施している。

上下流地域の子ども達(親子)に短期留学をしてもらい、山林・里山・
田園地域での自然体験等を通して上下流地域間の交流と連携の強
化、防災意識の向上を目的とした行事である。

ネイチャーゲームでゲーム感覚で自然とふれあったり、川の健康診
断で水の大切さ等を学んだり、「ミズ水クイズ」で災害のことやダムの
必要性を学んでもらった。

《川の健康診断》

川の生物を採取して、川の水
がきれいかを調べました。

《ネーチャーゲーム》

自然の中に隠れた色々なものを五感で
感じ自然と触れ合いました。

《ミズ水クイズ》

パネルをヒントにクイズ形式で、災害、防
災・ダムの役割などについて学びました。

■日帰り留学の案内チラシ
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日帰り留学参加者へのアンケート結果 ■参加してみて良かったこと、学んだことなど

・すべてがたのしかったし、ありがとうございました。

・きょうはいろいろなかたと協力したりできたり、しぜんとふ
れあえてよかったです。

・もう少し、夏休みの早い時期だと、自由研究にも役立つ
し、工作のアイデアにもなるし、ありがたいなぁーと思いま
した。

・昨年は魚のつかみどりがあったとのことでしたが、今年
は予算の都合もあり中止になったと思いますが来年は出
来ればやって欲しいです。

・子供と一緒に自然の中で遊べて良かったです。川に知ら
ない虫が沢山いることにおどろきました。ハチがいて恐
かったですが、じっとしていればいいことを教えていただけ
て良かったです。とても暑かったですが真夏に一日中外で
遊ぶことはないのでよい経験でした。

アンケート結果

とても楽しかった または楽しかった
人は次のどれがよかったですか？

日帰り留学に参加して
みてどうでしたか？

このような機会があれ
ば参加したいですか？

合計
当日参加者数 18名 9名 27名

子ども 保護者

アンケート回答数 16名 9名 25名

14人 15人

2人

0
2
4
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8
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12
14
16
18
20

ネ
イ
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム

川
の
健
康
診
断

ミ
ズ
水
ク
イ
ズ

4位

5位
スモックラインのような木
を使った運動

１人

絆が深まるような遊び

ハンモック体験

１人

１人

2人

ちょっとだけ山に行く １人
自然のおめん １人

4人

川遊び（自由行動） 5人１位

２位
キャンプ 4人
魚のつかみどり・魚つり

虫とり

他にやってみたい自然体験があれ
ば記入ください（複数回答あり）
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とても楽しかった 14
人（56%）

楽しかった 10
人（40%）

つまらなかった

1人（4%）

参加したい

17人（68%）

参加してもよい

5人（20%）

参加したくない

3人（12%）

◆評価・課題等◆
今年度は、上下流地域から約30人の子

ども達（親子）の参加があり、自然体験等
を通して交流いただき、連携強化の促進
ならびに人材育成の貴重な場となったと
考える。

開催時期が8月中旬となったことから、
夏休みの自由研究に活かせないとの意
見があったことから、来年度以降は開始
時期にも配慮して継続したい。



大野市内で生産される農林水産物や特産品、旬の味覚などを

提供する｢食の市場｣と体験型・参加型のイベントを実施すること

により、文化・工芸の継承を促し、交流人口の増加と地域の活

性化を図る事を目的に、毎年、春に新緑まつり、秋に紅葉まつり

を開催している。

【主 催】大野市/九頭竜まつり実行委員会

【共 催】(一社)大野市観光協会/福井新聞社

【後 援】(公社)福井県観光連盟/

ＪＲ西日本福井地域鉄道部/

ＮＨＫ福井放送局/ＦＢＣ福井放送/

福井テレビ/ＦＭ福井

【会 場】九頭竜国民休養地（大野市角野）

３．九頭竜新緑まつり・紅葉まつりでのパネル展示
九頭竜新緑まつり・紅葉まつりの概要
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■第30回九頭竜新緑まつり

【日 時】 平成２８年５月１４日（土）・１５日（日）

【内 容】 新緑ステージ、新緑市場（特産品の販売）、

カヌー体験教室、饅頭まき、化石発掘体験、

ふるまい大鍋など

【入込み人数】 約２６，５００人

■カヌー体験 ■ふるまい大鍋

■第37回九頭竜紅葉まつり

【日 時】 平成２８年１０月２９日（土）・３０日（日）

【内 容】 紅葉ステージ、紅葉市場（飲食広場、

特産品の販売、トロッコ列車乗車体験、

つり堀、木工工作コーナーなど

【入込み人数】 約６１，０００人

■紅葉市場■紅葉ステージ



紅葉まつり

第３６回九頭竜紅葉まつり

新緑まつり

■流木の無料配布■パネル内容の説明

九頭竜ダム・真名川ダムの概要をはじめ、九頭竜ダム湖環境保全の取り組みや福井県内で実施されてきた
公共事業によるストック効果などの紹介、伊勢湾台風（昭和34年9月）や奥越豪雨（昭和40年9月）による当時の
福井市・大野市内の被害状況の紹介などを行った。

また、九頭竜ダムで発生した流木の無料配布を行った。

新緑まつり・紅葉まつりでの九頭竜川ダム統合管理事務所の取り組み
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◆評価・課題等◆
展示パネルの説明を興味深く真剣に聞き入る方が多く、近年頻発している風水害への関心が益々高まっ

ていると感じられ、ダムの役割や必要性を再認識して頂くとともに、防災・減災への意識の向上を図ること
ができた。

■パネル内容の閲覧・説明 ■流木の無料配布



概 要

真名川ダム建設の契機となった奥越豪雨（昭和40年9月）から50年の節目となった平成27年より、水源地域
ビジョンの取り組みの一環として実施している。

大野市及び福井市において「防災パネル展」を開催した。このパネル展は、大きな被害をもたらす台風や地
震などへの防災・減災への意識向上を目的として実施した。

奥越豪雨による旧西谷村の災害などの貴重な過去の災害記録、国土交通省の近年の災害対応状況、ダム
の役割などの紹介を行った。

４．防災パネル展

■福井市会場（エルパ：福井市大和田）

平成２８年１１月２４日～１１月２９日

■大野市会場（ヴィオ：大野市鍬掛）

平成２８年１０月２５日～１０月３０日
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◆評価・課題等◆
過去の災害記憶を思い返す方や、近年頻発している風水害や地震災害への関心の高まりからか、幅

広い年齢層の方に足を止めて熱心にご覧いただいた。
過去の災害を風化させないとともに、いつ起こるかわからない災害に備えてもらうため、継続して実施

したい。



概 要
真名川ダム（麻那姫湖）、九頭竜ダム（九頭竜湖）周辺の紅葉の状況を、ダム管理

支所職員がダム湖等を巡視した際に写真を撮り、『紅葉情報』として毎週ホームペー
ジ及びツイッターに掲載し、ダム湖周辺への紅葉見物を予定している観光客に情報
提供するもので、昨年に引き続いて実施した。

紅葉の時期には、大野市公式HPからもリンクされていた。

【期 間】 平成２７年１０月１１日（月）～１１月２１日（月）
【U R L】 九頭竜川ダム統合管理事務所

http://www.kkr.mlit.go.jp/kuzuryu

真名川ダム（麻那姫湖）周辺

■真名川ダム周辺(下流部) ■雲川(国管理区間上流端) ■真名川ダム周辺の調査地点

５．ダム湖周辺の紅葉情報提供
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■ツイッターでの情報提供



九頭竜ダム（九頭竜湖）周辺

■管理支所周辺
(管理支玄関より周辺(ダム右岸側)を撮影)

■箱ヶ瀬橋下流
(箱ヶ瀬橋上から下流側を撮影)

■ダム下流側
(ダム下流側国道沿い展望台より撮影)

■九頭竜ダム周辺の調査地点
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◆評価・課題等◆

現地に行かないとわからない紅葉情報を提供することで、紅葉狩りを楽しんでもらうとともにダ
ムに関心をもってもらうきっかけとなることが期待できる。ツイッターでは紅葉情報のほか、その時
々の話題を提供しており、今後も継続的な情報発信を行っていきたい。
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概 要
平成19年4月より、ダムの役割や状況など、ダムに

関する展示を行っている。

【場 所】 九頭竜ダム管理支所 1Ｆ

【開館時間】 9：30～16：30(平日・休日を問わず開館)

期間：平成２８年４月
～平成２９年2月

(人)

６．九頭竜ダム展示室
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◆評価・課題等◆
昨年度の月平均入場者数は約2445人であり、今年度の

入場者は月あたりで約400人増えている。
年間の入場者数の推移をみると、ゴールデンウィークが

ある5月、夏休み中の8月、紅葉シーズンの10～11月に入
場者数が多くなっており、冬季の入場者数は少ない。

平成19年の開館より多くの人に来場いただいており、ダ
ムのPRに役立っていると考えられるが、展示内容に大き
な変化がないことから、最新の技術を活用したリニューア
ルが望まれる。

【展示内容】

■ダムコーナー：九頭竜ダム貯水池の航空写真と九頭竜
湖についてのパネルを展示

■災害情報：福井豪雨などでの被害状況の写真等を展示

■ビデオ上映：九頭竜ダムを建設した様子についてのビ
デオ（約25分）を上映

【九頭竜ダム展示室 入場者数(平成２８年度)】
■集計期間：平成２８年４月～２９年２月
■入場者数：延べ３１，７６７人
■月 平 均： 約２，８８８人 ■ 日 平 均：約９５人

■ビデオ上映

■ダムコーナー ■災害情報コーナー



ダムカードの配布

ダムのことをより知っていただくため、全国の国土交通省や水資源機構などが管理しているダムで、統一
規格のカードを配布している。

■平成１９年度の「森と湖に親しむ旬間」より、
全国１１１のダムで配布開始

■ダムや周辺施設のみで配布
■全国統一規格で基本的な情報からマニアッ

クな情報まで掲載

真名川ダム 九頭竜ダム

配布場所 真名川ダム管理支所 九頭竜ダム管理支所

配布時間 9：00～17：00（土・日・祝日含む） 9：00～17：00（土・日・祝日含む）

累計配布枚数

（平成19～27年度 ）
６２，４８９枚 ７８，８９５枚

７．ダムカードの配布

■真名川ダム・九頭竜ダムでの配布状況
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真名川ダム 九頭竜ダム

◆評価・課題等◆

当初111のダムで始まったダムカードは、平成28年10月時点で555のダムに広まっている。

近畿地方整備局管内の直轄ダム・堰におけるダムカードの配布数は、九頭竜ダムが第１位、真名
川ダムが第２位であり、人気が高いことがうかがえる。（第３位は鳴鹿大堰で１５，２８３枚）



概 要

■ 堆肥の配布（真名川ダム見学会）

■ 流木配布(新緑まつり、紅葉まつり、真名川ダム見学会、九頭竜ダム見学会）

８．流木の有効活用

堆肥の活用：｢越前おおのエコフィールド｣森林（もり）づくり活動に提供
チップの活用： 防草用のマルチング材等として使用を予定
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ゲート操作などの支障とならないようにダム湖に流れ込んできた流木を回収し、森と湖に親しむ旬間、九頭
竜新緑・紅葉まつりなどにおいて、一般の方へ流木や流木から作った堆肥等を配布している。

◆評価・課題等◆

森と湖に親しむ旬間、九頭竜新緑・紅葉まつりなどにおける、本来廃棄されている流木や流木からつ
くった堆肥の配布は好評であり、流木の有効利用として今後も継続したいと考えている。



住民や各関係者等に広く水源ビジョンを認知してもらうため、ホームページ等による水源地域情報の発信、
関係機関ホームページとの相互協力による情報提供の充実を進めている。 ※1.更新日はH29.3.10時点で確認

【概 要】

９．真名川ダム･九頭竜ダム水源地域ビジョンＨＰ更新状況

真名川ダム・九頭竜川

ダム水源地域ビジョン
Ｈ2９.２.２４

■ホームページ ■更新日 ■リンク先（委員会メンバー)

※ 2. リ ン ク 先 の ( ) 書 き は 、 ビ ジ ョ ン 関 連 以 外 で リ ン ク 先 を 掲 載 し て い る も の を 示 す 。
リンク先の○は接続できるもの、△は別サイトへの接続、×は接続できないものを示す。

■委員会構成機関ホームページ ■更新日
○大野市観光協会
×奥越漁業協同組合
×大野市漁業協同組合
○大野商工会議所
○大野青年会議所
○NPOドラゴンリバー交流会
○北陸電力福井支店
〇電源開発株式会社九頭竜電力所
×福井市建設部
○福井県河川課
○福井県電気課
○福井県奥越農林総合事務所

○近畿中国森林管理局福井森林管理署

○近畿地方整備局河川管理課
○近畿地方整備局福井河川国道事務所
○大野市

○九頭竜川ダム統合管理事務所
(地域活動団体等)

×ビオフレンズ
○大野の水を考える会
△越前大野もてなし隊
×本願清水イトヨの里(大野市HP内)
○ノーム自然環境教育事務所

○里山銀杏峰(げなんぽう)を愛する会

×大野親岳会
△大野明倫館(大野市役所)
○平成大野屋

△観光ボランティアガイド大野
(大野市観光協会)

×自然暮らしの会
×和泉村ファンクラブ

情報の提供・共有等、利用者の利便のためにも、水源地域ビジョ
ンの情報を掲載し、リンク先を準備することが望まれる。

なお、水源地域ビジョン推進委員会構成機関の大野市区長連合
会、真名川土地改良区連合、大野市連合ふわわ女性の会のホー
ムページはまだ準備されていない。

大野市観光協会 H2９. １.6

九頭竜森林組合 H29. 3 .10

奥越漁業協同組合（内水面 奥越） -

大野市漁業協同組合 H29 .3 .1

大野商工会議所 H29 .3 .2

大野青年会議所 H29 .2 .18

OASIS協会 H24 . 7 . 9

NPO法人九頭竜自然樂校 H29 .2 .22

NPOドラゴンリバー交流会 H29.2.21

北陸電力福井支店 H29.3.10

電源開発株式会社九頭竜電力所 -

福井市建設部河川課 H29.2.23

大野市教育委員会 H28. 9.16

福井県河川課 H29 .3 .９

福井県電気課 H27 .10 .2

奥越土木事務所 H29. 3 .8

奥越農林総合事務所 H29 .3 .10

近畿中国森林管理局福井森林管理署 H29. 3 .8

近畿地方整備局福井河川国道事務所 H29 .3 .10

大野市 H29. 3 .10

九頭竜川ダム統合管理事務所 H29 .3 .10

九頭竜川中部漁業協同組合 H29. 3 .6

奥越前まんまるサイト（ノーム自然環境教育事務所） H29 .3 .7
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大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会

岐阜経済大学／京都大学／総合地球環境学研究所／筑波大学／大阪府立大学／国土交通省国土技術政策総合研究所／国土交通省近

畿地方整備局福井河川国道事務所・九頭竜川ダム統合管理事務所／農林水産省北陸農政局／林野庁福井森林管理署／福井県安全環境

部環境政策課・農林水産部農林振興課、森づくり課・土木部河川課、奥越農林総合事務所、奥越土木事務所／市区長連合会／市地下水対

策審議会／真名川土地改良区連合／北陸電力㈱／ＪＡテラル越前／九頭竜森林組合／大野市

各施策の推進状況の報告や協議などを行い、関係機関や団体の連携強化を図る。

・（第１回）平成２８年１１月２２日開催

参加機関・団体

【面 積】 ２９．８ｈａ（Ｈ２７年 ２８．８ｈａ）

【期 間】 平成２８年１０月１日～
平成２９年２月２９日（５か月間）

【場 所】 木本原地区（阿難祖地頭方 他地係）

水田湛水事業

昨年度開催した第９回の協議会「大野市湧水文化再生推進連絡協議会」において、水循環基本法・水循環基本計画に
基づき、流域における様々な主体が連携して施策に取り組むため、「大野市水循環・湧水文化再生推進連絡協議会」と改
めて、水環境の保全に関し、さらに取り組むことを決定した。

１０．越前おおの湧水文化再生計画
概 要

■水田湛水の風景
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古くからある湧水の再生や本市特有の湧水文化を後世へ引き継ぐことを目的とし、国・県・市などの関係機関や

団体、市民や企業がそれぞれの役割を担いつつ、総合的な取組みを進めるため、平成２３年度に「越前おおの

湧水文化再生計画」を策定。本計画に基づき各施策に取り組んだ。



■春日公園観測井表示板

【モニタリング】

地下水位観測２９か所３２井戸

湧水量観測 中野清水、義景清水 ２か所

地下水質検査 ６月８日・９日検査 ４２か所

【啓 発】

紅葉まつりなどの各種イベントへの出展

市報やチラシによる地下水・節水の啓発

越前おおの名水出前講座の開催

越前おおの環境塾「川の生き物を探そう！」の開催

【注意報・警報】

地下水位低下時に地下水注意報・警報を発令

地下水注意報発令：平成２８年１２月７日～１９日（１３日間）

【地下水保全基金】

市民などからの寄附金を積み立て、地下水保全対策に活用

平成２７年度貯留施設整備事業・地下水保全活動助成事業に活用

■環境塾の風景（水生生物の採捕）

地下水の水位観測・啓発など

■名水出前講座の風景
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（2） 水源涵養の効果（水循環解析モデルに基づく分析・評価）

※出典：国土技術政策総合研究所水循環研究室資料

地下水位の状況（真名川ダムによる地下水位への影響評価）

• 国土技術政策総合研究所において、水循環解析モデルに基づく「真名川ダムの流況安定化による水循環
への影響評価」が行われた。

• 解析では、真名川ダムが存在する現在は流況が安定しているため、真名川ダムが存在しない場合と比べ
て地下水位が0.1m～0.7m高くなるという結果が示された。（下五条方観測井0.7m、猪島観測井0.4m、御清
水0.1m、春日公園観測井0.2m）

地下水位差分コンター（2012年12月31日）
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水は、大野市にとって、歴史や文化、伝統を連綿と支えてきた貴重な財産です。その水に着目し、「水への感
謝の思い」を「水への恩返しＣarrying Ｗater Ｐroject」という行動として表すことで、市民が地域に「誇りと自信」
を持つとともに、新たな産業基盤の創出や人材育成、地域産品の競争力強化を図り、まちの活性化を目指す、
中長期的な人口減少対策として取り組む。

人口減少対策への流れ

■水田湛水の風景

１１．水への恩返し Ｃarrying Ｗater Ｐroject
概 要

34



■水をたべるレストラン第１弾「水まんじゅう」

平成２８年６月２９日販売開始

■水をたべるレストラン ブース出展

平成２８年８月１５、１６日おおの城まつり会場

ＣＷＰ活動

■東ティモール現地視察

平成２８年１０月１７日～２３日

×

平成２８年１月～
安全な水源の確保に苦しむ国

東ティモール民主共和国
へ支援開始 35



■第１回大野の水と未来を語る集い

平成２８年１０月８日

イベントでのＰＲ活動

設立日 平成２８年１月４日

代表理事 岡田高大

目的 大野市民の水への感謝の思いを醸成し、大野市の恵まれた

水環境を後世に残し、国内外の人々に発信するとともに、世

界の安全な水が供給されていない地域を支援する

事業 (１) 水環境の保全と改善に寄与する事業

(２) 水への感謝の思いを醸成する事業

(３) 安全な水が供給されていない地域を支援する事業

一般財団法人水への恩返し財団設立

■名水マラソンで走った距離に応じた寄付活動
平成２８年５月２２日

■第２回大野の水と未来を語る集い
「東ティモール視察報告会」

平成２９年１月２８日
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概 要

水源地域の保全に関し、市、市民、土地所有者、施設設置者の責務を明らかにするとともに、水源地域内の

土地の所有権の移転等及び工作物の設置について、必要なことを定めることにより、水源地域の機能の維持

に寄与することを目的として策定。

市内全域の登記地目又は現況地目が、山林又は保安林となる地域

■水田湛水の風景

土地売買等の契約を行う場合

土地所有者は、土地売買等の契約を締結しようとする日の３０
日前までに、市長への届出が必要となります。（１契約が１，００
０㎡以上のもの）

対象工作物の設置を行う場合

水源地域内に水質を汚染する又は水量に影響を及ぼすおそ
れのある営利を目的とした事業に係る施設を設置しようとする
場合は設置しようとする日の３０日前までに、市長への届出を
行うとともに、協議が必要になります。

届出件数（平成２９年１月末現在） 土地売買等の契約 １５件

１２．大野市森・水保全条例
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■届出について

■届出対象地域（水源地域）



【管理運営】一般財団法人 越前おおの農林樂舎へ委託
【イベント運営】一般財団法人 水への恩返し財団へ委託

苗
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駐車場

柿
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榎
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銀杏

から松

しだれ桜

【目 的】福井営林署跡地（エコフィールド）においてドングリなどの苗木を育成

し、森づくり活動に活用することにより、水源涵養、自然災害の抑制、

二酸化炭素の削減等、公益的機能を持つ大野市の広大な森林を守り

育てる一助にするとともに、緑化活動の啓発、自然環境教育及び自然

体験等の環境保全活動を行うことを目的としている。

【活動概要】参加団体・企業や地域の方と一緒に、ドングリなどの苗木を育てる森林（もり）

づくり活動や、自然環境教育、自然体験などの取り組みを行う。

■エコフィールド

ＮＴＴ西日本福井支店/九頭竜森林組合/福井新聞社/福井放送/北陸電力㈱福井支店/越前信用金
庫/大野鉄工金属協同組合/大野市消防団/越前おおの森づくりﾈｯﾄﾜｰｸ/北陸銀行大野支店/中日本
ﾊｲｳｪｲ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ名古屋/タニコーテック/越前大野駅/大野市内郵便局/日本たばこ産業㈱福井営
業所/大野商工会議所/森永乳業㈱北陸支店福井営業所/Ｊ－ＰＯＷＥＲグループ九頭竜/福井銀行大
野支店/福邦銀行大野支店/ハニー新鮮館/九頭竜川ダム統合管理事務所/大野青年会議所/福井県
奥越農林総合事務所/福井県奥越土木事務所/ブルーシー・アンド・グリーンランド財団/住友林業㈱
住宅事業本部福井支店/福井グリーンパワー/大野市教育委員会/大野市/一般財団法人越前おおの
農林樂舎/一般財団法人水への恩返し財団

越前おおのエコフィールド管理・運営協議会参加企業等（３２団体）

１３．越前おおのエコフィールド
概 要
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活動状況

播種日：６月１８日（土） 約4,000㎡に播種
参加者：管理・運営協議会（大野商工会議所、森永乳業北陸支店福井営業所、J-POWERグループ九頭竜、福井銀行、福邦銀行等 ２２名）

日 付：４月下旬～
参加者：市内小学２年生２５４人（市内１０小学校）

市内小学１年生 ６人（市内２複式学級校） 計２６０人

■ドングリ種まき■森林のはたらきについて

【ドングリの里親事業】

【ひまわりの播種】
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活動状況

播種日：７月２３日（土）
参加者：管理・運営協議会（ハニー新鮮館、九頭竜ダム統合管理事務所、大野青年会議所、県奥越農林総合事務所、県奥越土木事務所、

住友林業住宅事業部福井支店、福井グリーンパワー、市教育委員会、越前おおの農林学舎、水への恩返し財団等 ２６名）

【コスモスの播種】

※７月１７日(日)に予定していました「森づくりイベント」（平家平植樹地の保全管理作業）は、雨天のため中止となりました。

開花日：８月８日 約25,000本のヒマワリが開花 ８月１０日から約１週間見ごろ

【ひまわりの開花】
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日 付：平成２８年１０月１０日（月・祝）
参加者：越前おおのエコフィールド管理・運営協議会参加企業等 約１２０人

■ドングリ拾い

【ドングリの森づくり：どんぐり拾い・種植え・植樹】

活動状況

■ドングリ苗木越冬作業
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概 要

Ｂ＆Ｇ財団のカヌー無償貸与制度を活用して、また、今年度は新たにカヌーを８艇購入し、市内の小学

生を対象に、プールやダム湖でカヌーを使った水辺の安全教室や、カヌー出前講座を行った。

■カヌー出前講座

【実施日】

平成２８年７月７日（木）～７月２７日（水）

計１３回

【会 場】

・九頭竜湖（下半原） ・ Ｂ＆Ｇ海洋センタープール

・市内小学校

【主 催】

大野市教育委員会

【内 容】

着衣泳、ライフジャケット浮遊体験、カヤックの操艇など

【参加者】

延べ２１７人

【指 導】

福井県カヌー協会・生涯学習課スポーツ振興室

■カヌーポロ体験

■カヌーツーリング■ダム湖での操艇

■プールでの操艇■着衣泳

１４．カヌーを使った水辺の安全教室
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交流人口の増加と地域の活性化を目的に、九頭竜川上流域に位置する

和泉地区の地層から産出される恐竜やアンモナイト、貝類、植物などの化

石を活用して、化石発掘体験を開催。

【会 場】九頭竜国民休養地内（大野市角野）

【実施日】 平成２８年４月２９日～１１月３０日のうち

土・日・祝日、ＧＷ・夏休み期間の毎日

【主 催】 大野市、ＮＰＯ法人九頭竜化石研究会（大野市朝日）

【内 容】 化石発掘体験

【入込み人数】 延べ3,440人

１５．化石発掘体験
概 要
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概 要

１６．真名川河川敷サイクリングコース整備

Ｈ28供用区間
Ｌ=2.4Km

Ｈ27供用区間
Ｌ=1.2Km

Ｈ29供用予定
Ｌ=3.0Km
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「大野市自転車を活用したまちづくり計画」に基づき、平成２８年度は、君が代橋上流から八千代橋まで約２．４ｋｍの区間

の、サイクリングコースや駐車場等周辺施設を整備を行った。富田大橋付近から八千代橋まで約３．６ｋｍの区間の整備が

完了。今後、真名川水辺の楽校から佐開橋に至る全長約９ｋｍの区間のうち、残る５．４ｋｍの区間を整備する。

【実施主体】大野市

【整備目的】
自転車を活用し健康維持レクリエ

ーションを推進する。

【利活用状況】
供用開始延長が１．２ｋｍと短く、

小学生低学年の家族が練習に利
用している。イベントを開催（１回）。

【課題】
車と重用区間があり安全対策が

必要と考える。



道路を利用するサイクリングコースと異なり、自動車の通行を気にすることなく走ることができ、水辺のせせらぎと柔らかな川風
を体に受けて、遠くに日本百名山の一つ「荒島岳」を眺めるなど自然を体感できる魅力あるコースを目指す。

主な施設として、君ケ代橋上流部には、真名川からの流水を引き込む小河川と親水空間を配置し、子供たちが安心して水遊
びを体験できる空間の創出。

計画
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アウトドア活動における協定(平成28年10月)

１７．大野市とモンベルの協定締結

大野市はアウトドア用品メーカーのモンベルと、自然環境の中で

観光を楽しむ「エコグリーンツーリズム」など、アウトドア活動で協

力する連携協定を締結した。

荒島岳や九頭竜湖畔など、大野市が誇る自然や観光や観光イ

ベントなどのモンベル会報誌への掲載や、越前おおの農林樂舎と

連携したトレッキングやカヤック、サイクリング、キャンプなどエコグ

リーンツーリズムの推進などで協力する。
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平成28年10月21日 日刊県民福井新聞

地方創生に向けた相互連携・協力に関する協定

(平成29年2月)

大野市は(株)モンベルと「地方創生に向けた相互連携・協力に関

する協定書」の調印式を実施した。本包括協定により、以下の連

携事項を強化していく。

・自然体験の促進による環境保全意識の醸成に関すること。

・子どもたちの生き抜く力の育成に関すること。

・自然体験を生かした健康増進に関すること。

・防災意識と災害対応力の向上に関すること。

・エコツーリズムの促進による地域経済の活性化に関すること。

など

大野市ホームページより

新聞記事より



概 要

１８．大野市の観光客数が過去最多の212万人

大野市を2016年に訪れた観光客数は212万9800人で、前年

より5万7800人増え、過去最多となった。

まちなか観光客が増えており、市は 「天空の城」越前大野

城」の人気が続いているとみている。

まちなか以外では九頭竜ダム周辺で33万2700人であった。

市は、今後、中部縦貫自動車道の全線開通や北陸新幹線

の県内延伸が見込める中、まちなかと郊外を結び付けた滞

在型観光を推進したい、としている。

47
平成29年3月15日 日刊県民福井新聞

新聞記事より



３河川協力団体の呼びかけにより、水源地域活性化の取り組みを展開

■ 管内の３つの河川協力団体（ドラゴンリバー交流会、奥越漁業
協同組合、大野市漁業協同組合）の呼びかけで、「九頭龍川ク

リーアップ大作戦」が開催された。

■富田大橋下の真名川グラウンドに約130名、和泉地区朝日橋

に12名が参加、真名川ダム・九頭竜ダムでも清掃活動を行った。

■一時間半程度で、軽トラ4台分（産業廃棄物を除いて270kg）の

ゴミを回収した。中には、古タイヤ、農業用マルチ、瓦屑等の「産

業廃棄物」もあった。

■ 主催者から、「次世代を担う若者が50名近く参加してくれたこと

が大変嬉しい。」との声があった。

■清掃状況

開催日時：平成２８年５月２２日（日）
開催地域：大野市内各所
【主な参加団体】 順不同
大野市観光協会、一般財団法人水への恩返し財団、北陸電力（株）福井支店、
電源開発（株）九頭竜電力所、福井県奥越土木事務所、大野市、堂本区、
フェンテ大野ＦＣ、九頭竜川ダム統合管理事務所 他

■回収された「産業廃棄物」
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１９．「九頭龍川クリーンアップ大作戦」を開催！

◆評価・課題等◆

当日、グラウンドに居合わせたサッカーチームの親子に、飛び入りで参加いただけた。その方たちは、
次年度も参加してもらえるとのことで、活動が広がりを見せだした。

今後も地域の活動として継続できるよう、定着を目指したい。



活動概要

ＮＰＯ法人九頭竜自然樂校は、以下の三つのミッションを掲げて活動している。

・親子で楽しむ自然体験活動サポート

・アクティブシニア層の充実したセカンドライフづくりサポート

・地元観光情報の発信と交流促進。

■流木による木工アート教室「九頭竜新緑まつり」

■流木による木工アート教室「九頭竜紅葉まつり」

九頭竜新緑・紅葉まつりなどで流木の無料配布と木工アート教室を開催。

２０．NPO法人九頭竜自然樂校
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■九頭竜新緑・紅葉まつりでの取り組み（平成27年度実施状況）



活動の目的
奥越地域の自然・産業資源を通して、次世代の地域を担う人材の育成を目的としている。
また、四季を通して地域の人材・農林業・暮らしや文化を活かした参加体験型エコグリーンツーリズムを進め、

訪れる方々を対象に地域の素晴らしさを体感していただく。

継続事業～水辺編～

・カヌー操作やタモ網の使い方

・捕獲した魚の観察と生態等

の解説

・全員で協力しての捕獲

■水辺の活動（場所：九頭竜新緑まつり会場）
水辺の活動の楽しさを理解していただくためのカヌー体
験を天候の安定している春や秋に実施。

■親子体験（幼児～小学生やスポ少団体：下打波）
最近は近づくことが少なくなった川での体験活動。
真夏の日の水の冷たさや心地よさを親子で体験。

・森と川のつながりを湧水で理解
・伏流水の不思議
・共生(サンショウウオ)の理解
・川の生き物探検
・共生（サンショウウオを通して）の理解
・ＰＦＤを装着しての川流れ
・渓流下り登り
・民家でのカマド炊きやお風呂沸かし
・親子でのコミュニケーション

■川の安全基礎講座（石川、福井にて開催）
川の事故を防ぐために、水流水圧を体感したり、川の構造や
レスキュー方法等について基本的な安全講座を開催。

■地域連携（農林樂舎・大野市環境塾）
昨年までのアグリマイスターは、今年より農林樂舎と協働でお
米づくりとともに、地域の自然や人との関わり・体験をテーマに
進めました。

・田植え～稲刈り～販売の体験

・旅塚川でのガサガサ体験＆川流れ

・野菜定植と収穫

・地場産食材での料理体験

・親子でのコミュニケーション

・赤根川ガサガサ隊では、夏やすみに

親子を対象に生き物調査を行った。

２１．ノーム自然環境教育事務所（奥越前まんまるサイト）

・ＰＦＤ（ライフジャケット）を装着し川流れ

・川の流れを読む ・中洲での救助方法

・スローロープでの救助方法

・危険予知トレーニング
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新規事業～「小水力キャンプ」環境教育編～

◆来年度に向けて

・小水力キャンプの充実
・カヌー体験を定期的に実施（国体会場の利用）
・他団体と連携して沢登りツアーの実施（夏季）
・川遊び拠点「川の水浴場」復活への取り組み
・近隣宿泊施設／旅行会社との連係～体験活動の提案～

・九頭竜ダム&発電所内レクチャーと見学

・和泉地区にて川遊び

・小水力発電機の実地体験

・参加者同士のコミュニケーション

■水辺の活動（場所：九頭竜ダム&前坂キャンプ場）
自然エネルギーの利活用への理解を深め、その体験活動を
通して、郷土愛を育む。

■地域連携～九頭竜ダム「バス駆除事業お手伝い」～
ダム湖に生息する外来生物「ブラックバス」駆除のお手伝い。
また本活動をFBやHPにてPR。

・地域と連携しての自然・環境保全

・外来生物駆除の支援

■水辺のリーダー講座 （RAC&JRCA資格講座）
川遊びやカヌーなど水辺の活動を安全に楽しく進めるため
に、基本的なフィールド特性やリスクマネジメント、救助方
法等について体験を通して理解する。

・ＰＦＤ装着しての川流れ

・川の流れを読み解く

・中州での救助方法

・スローロープでの救助方法

・危険予知トレーニング

・基本的なカヌー操作や救助法
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昭和34年8月の台風7号及び9月の台風15号（伊勢湾台風）による大洪水を契機として、九頭竜川の治水計
画の再検討が進められ、昭和35年12月に九頭竜川上流群のダム群によって洪水内洪水の調節を行う治水計
画が決定されました。

九頭竜ダムは、洪水調節と発電を目的とした多目的ダムとして、国土交通省(旧建設省)と電源開発(株)とが共
同で事業を実施し、昭和43年7月に完成しました。
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■伊勢湾台風による被害状況（旧泉村）

死者・行方不明者：11人

重軽傷者：24人

全壊・半壊・流出家屋：354戸

床上浸水：1052戸

大野郡和泉村板倉付近

平成30年に九頭竜ダムが管理開始50年を迎えます

年月 事 業 内 容

昭和34年9月 伊勢湾台風の発生

昭和35年12月 ダム建設によって洪水調節を行う改修計画の決定

昭和37年12月 実施計画調査着手

昭和39年9月 建設着手(電源開発(株)九頭竜川建設所開設)

昭和42年12月 試験湛水開始

昭和43年5月 試験湛水完了

昭和43年7月 管理開始

平成18年2月 真名川ダム・九頭竜ダム水源地域ビジョン策定

平成30年 九頭竜ダム管理開始50年

ダム事業の経緯

ダムによる地域貢献について

平成30年には記念式典等の開催を検討中であり、
その節はご参加、ご協力お願いいたします。



• 式典、学術講演、公募による写真コンテストの
表彰式、天ケ瀬ダム建設時に作成された映画
の上映等を実施

• 天ケ瀬ダム周辺の名所及び掘削工事中の地
下トンネルや放流シーン等の見学ツアーを実
施

• 地元の中学校、森林ボランティア、その他関
係機関により記念植樹を実施

• 天ケ瀬ダムを中心とした流域の変遷、これまで
の洪水等の被災の記録、ダム建設中の記録
写真等を展示

• 天ケ瀬ダムに関わる写真を公募し、優秀作品
は記念式典での表彰、最優秀賞はダムカード
の写真として使用 ※写真の出典：淀川ダム統合管理事務所ホームページ

（https://www.kkr.mlit.go.jp/yodoto/amagase50/kinenjigyo.html）

50周年記念式典 50周年記念植樹式

50周年記念ウォークツアー

50周年記念写真展

写真コンテストの実施

天ヶ瀬ダムでの記念イベント（参考）

記念イベントのイメージとして、直近で50周年イベントを実施した天ケ瀬ダムの事例を参考として示します。
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〔監査廊の状況〕
○規 模：幅員３ｍ×延長50ｍ程度

（保管場所としての実質幅員1.5ｍ程度）
○環 境：11～15℃程度、無風
○その他：湿度・落下菌について今後調査

＜検討の対象となる貯蔵物（案）＞
○酒：日本酒・ワイン・焼酎など

・話題性による差別化を目指す
○農産品：上庄里芋など
・土産品が少なくなる冬季の対応等

○その他

ダムを活用した地域貢献

監査廊は、ダムの点検に使用するためつくられた
ものですが、近年では、一部を見学ルートとしても活
用しています。

一方で他ダムでは、温度が一定であることを生か
した貯蔵酒づくりが行われている事例があり、地元
の酒造会社と連携することで、地域活性化の一助と
なっています。

監査廊の有効活用について、(一財)越前おおの農
林樂舎と連携した取り組みについて検討中です。

監査廊 視察風景
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九頭竜ダム管理開始50年の節目を契機に、これまでの取組みを見直し、またダムを魅力ある観
光資源として活用していくことで、九頭竜川流域のさらなる活性化を図りたいと考えています。

この先の50年を見据えて、持続性のある取り組みが必要であると考えており、ダムの活用に関
する事例を参考として示します。

真名川ダム監査廊の活用について



奥越地域等における酒造メーカーを下表に示す。大野市内には日本酒のメーカーが4社、ワインのメーカー
が1社ある。

酒造名 代表銘柄 住所

日本酒

(株)一本義久保本店 一本義 上撰本醸造 勝山市沢町

(株)宇野酒造場 一乃谷 大野市本町

源平酒造㈱ 源平 大野市要町

(有)南部酒造場 花垣 大野市元町

真名鶴酒造(資) 眞名鶴 大野市明倫町

酒造名 代表銘柄 住所

ワイン
(株 )白 山 や ま ぶ ど う ワ イ ン

「白山ワイナリー」併設
山ぶどうワイン 樽 大野市落合

※白山ワイン提供店（大野市内） ： ミルク工房奥越前（大野市南六呂師）、ホテルフレアール和泉（大野市下山）

酒造名・取扱い名 銘柄など 製造所

焼 酎
(株)一本義久保本店 米焼酎 勝山市沢町

テラル越前JA 里芋焼酎「いもかしら？」 （岐阜県内で製造）

表 奥越地域の酒造メーカー等

ダム貯蔵酒の可能性（参考）
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三国川（さぐりがわ）ダム（新潟）

・新酒の瓶を監査廊内に貯蔵（約
6ヶ月）。
～八海山、鶴歳、越後ワインなど～

・お披露目会で一般市民に還元。

・参加費用の一部を花植えなどの
資金に充当。
・食味比較は行っていない。

志津見ダム（島根）

・商用ベース初のダム貯蔵酒「治
酔」を飯南町ポピー祭り2016で
720ml、2千円で200本限定発売。
・13℃に6ヶ月貯蔵。

・国土交通省、飯南町、赤名酒造
の三者による3カ年プロジェクトの
成果。滝畑ダム（大阪）

・2016年12月、ダムの湖底やダム

建設用に掘られたトンネル内で地
酒を熟成させる実験を開始（吟醸
原酒、特別純米酒、本醸造）。
・ダム湖（水深約33m）での酒の熟
成実験は全国発。
・湖底は7℃前後、トンネル内は
12℃前後。

・府と市、地元蔵元の西條合資会
社が提携して実施。
・2017年6月に利き酒や成分分析
を行う予定。

宇奈月ダム（富山）

・宇奈月温泉自治振興会主催に
より、ダム貯蔵酒の蔵入れを開始
(2017.3.3)。
・堤体内の監査廊は温度11℃前
後、湿度60-90℃。

貯蔵酒の例 その１．ダム

参考事例集

監査廊

宇奈月ダム

三国川ダム

志津見ダム

滝畑ダム

56



＜廃トンネル＞
神楽酒造（宮崎）

・国道沿いの「トンネルの駅－高
千穂観光物産館－」の施設の一
部として廃トンネルを利用したトン
ネル貯蔵庫を設置（延長1,115ｍ）
・温度17℃、湿度70%程度。
・焼酎の原酒を樽の状態で貯蔵。

＜廃トンネル＞
宗玄酒造（石川）

・能登線宗玄トンネルのうち80ｍを
貯蔵庫（隧道庫）として整備。
・温度14-15℃。

・ビン詰めの日本酒の一部を保管・
熟成させている。

・カビの侵入を防ぐため、熟成時に
ビンをPET樹脂でラッピングしてい
る。

・いしかわ産業化資源活用推進
ファンドを得て、専用ラベルやPRパ
ンフレットを作成。
・隧道庫オーナー
倶楽部を発足。オー
ナーは自分の名の
入った専用棚で貯
蔵・熟成ができる。

＜廃トンネル＞
関谷醸造（愛知）

・吟醸工房近くの貯酒トンネル
内で熟成。
・気温15℃前後とされる。

＜廃トンネル＞
喜久水酒造（秋田）

・旧奥羽本線の廃トンネルを取
得（全長約100ｍ）。
・庫温12℃、湿度80-100%。

・地下貯蔵酒の無料見学会を
実施。
・酒造会社のHPに、米によって

熟成に違いがある（悪い方向
に進むものもある）との記述が
ある。

＜発電所トンネル＞

株式会社北海道日高ブランド
（北海道）

・日高山脈の地下の発電所トン
ネルをトンネルセラーとして利
用。

・オーストラリアからの輸入ワイ
ンを熟成させて出荷する。
・・研究期間3年。ワインカーブ
は気温9℃、湿度80%。

・個人と企業向けにカーブエイ
ジングスペースを提供。

＜風穴＞
荒島風穴貯蔵酒（大野市）

・荒島風穴に酒を貯蔵。

・一般頒布の他、ふるさと納税
特産品として扱った実績がある
（真名鶴、源平、花垣、一乃谷
などの地酒を扱う）。

＜廃坑利用＞
真名鶴酒造（大野市）

・中竜鉱山（旧和泉村）の廃坑
を取得し吟醸酒の熟成酒づくり
を1991年に開始。
・地下2千mの坑道は気温
15℃、湿度90％で光があたら

ず振動がない環境が熟成酒に
合うとされる。
・1992年に1年熟成酒をリリー
ス。96年に5年熟成酒を完成。

＜地下工場跡＞
島崎酒造（栃木県）

・大戦末期に戦車製造用に建
造された地下工場跡を利用。
・幅・高さとも3.5m、延長100m
の洞窟3本を利用。温度5－
16℃、湿度80－90％とされる。

・オーナーズボトルシステムが
有り、自分のボトルを5年、10
年、20年預けることができる。

貯蔵酒の例 その２．廃トンネルその他

参考事例集

57



大野市の酒の例 (新聞記事)

■大野の名酒飲み歩き■大野市、廃坑利用の日本酒（真名鶴酒造）

参考事例集

58出典）日刊県民福井新聞 朝刊 2016.8.24

出典）読売新聞 朝刊 2015.10.23



九頭竜ダム 真名川ダム

見学対象施設

展示室（見学自由）
天端（見学自由）

冬季連絡通路

監査廊、連絡通路
キャットウォーク
ゲート室、水力発電機室
噴水

天端（見学自由）

活用が期待

できる施設
ゲート室 等

監査廊（非公開箇所）

噴水とダムが同時に見れるスポット新設 等

連絡通路■施設リニューアルの基本的な考え方
１．既存の施設をより安全に、より楽しく見学できる
２．新たな視点で見学できる

■活用状況
●真名川ダム

●九頭竜ダム

ダム施設の魅力向上案

より親しまれる施設となるよう、見せ方の工夫などのリニューアルにより、ダム施設の魅力向上を検討中
です。

噴水

ゲート室

水力発電機室

監査廊

ｷｬｯﾄｳｫｰｸから真下望む

現状は外が見えない
→透明化！

張り出しデッキで
怖さアップ！

貯蔵酒つくる！

50m飛び出す
大迫力！

柵を高くして
安全に！
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インフラツーリズムの可能性

大野市近郊では、九頭竜ダムや真名川ダムをはじめ、現在工事中である中部縦貫自動車道などの大規模
土木施設があります。また、「道の駅（仮称）結の故郷」が平成32年度に供用予定であり、地域活性化につな
がることが期待されます。

道の駅（仮称）結の故郷イメージパース
背景図：Googleマップ
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九頭竜ダム

真名川ダム

大野市街地

出典）福井県提供の「中分縦貫自動車道」パンフレットに追記

道の駅（仮称）

結の故郷

荒島岳
▲

■六呂師高原

福井北JCT・IC

出典）大野市HP
真名川ダム見学会風景 九頭竜ダムの紅葉



参考）ダムツーリズムの推進 （国土交通省ＨＰより）

国土交通省では、民間ツアー会社と連携してダムツアーを実施している。 ダムとその周辺地域の環境を活用し、
地域と連携してダムの観光資源としての活用を図っている。また、ダムの工事現場も活用して完成前から観光資
源としての効用を発現できるようダムのツーリズムを推進している。

■Vol.１５ 「ダムを見に行こう（秋号201６）H2８.９発刊

■Vol.１６ 「ダムを見に行こう（冬号201６）H2８.12発刊

■Vol.１４ 「ダムを見に行こう（夏特集2016）H2８.６発刊～ダム周辺でのイベント一覧～
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アンケート実施

九頭竜ダム管理開始50年を迎えるにあたり、平成29年度はこれまでの活動の振り返りと今後の活動内容の
点検に取り組むため、今後の議論の手がかりとしていくためのアンケートを実施した。

アンケート実施概要

実施時期：平成29年2月末
対象者：水源地域ビジョン委員会参加25団体
回収結果：14通

要旨

〇団体のあり方は「現状維持」を考えている団体が多いが、

中には団体同士での意見交換等交流を図りたいと考えている団体もある

・平成29年度の活動は昨年度を継続と回答 約79％

・団体の強み、弱みは特にないと回答約 64％

・連携したい団体は特にないと回答 約71％

〇ビジョン委員会の活動内容が不明瞭であると感じている団体が多いが、

効果を感じている団体もある。

・会の成果はわからないと回答 約71％

・会の改善点は特にない、わからないと回答 約86％

・期待以上の成果ありと回答 約21％

各団体が主体性を持ちな
がら活動するとともに、
連携方策や行政側の
支援のあり方等について
検討が必要

水源地域ビジョンの推進に関するアンケート
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アンケート結果（1/3）

設問1-1
平成29年に予定している活動

設問1-2
特に注目している他団体

設問1-3
他団体の活動で気づいたこと

• 森と湖に親しむ旬間行事でのパネル展示に
よる環境保全PR及び水力発電所による再生
可能エネルギーの有効活用のPR

• 「水源地の森づくり」植樹会
• 小水力発電所の建設 等

（n=14）
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昨年度を継続

78.6%

昨年度を修

正・変更

7.1%

改変（枠組み変

更・新規など）

0.0%

その他

14.3%

注目している団体・

活動がある

35.7%

特にない

35.7%

わからない

28.6%

その他

0.0%

アドバイスやメッセージがある

0.0%

特にない

71.4%

わからない

7.1%

その他

7.1% 無回答

14.3%



注目している団体

や活動がある

21.4%

特にない

71.4%

その他

7.1%

アンケート結果（2/3）

設問2-1
団体の強みと弱み

設問2-2
今後協力・連携を期待する団体等

設問2-3
協力・連携を図る上での課題

（n=14）

【強み】専門的な知識
【弱み】会員の高齢化

資金不足
参加者不足

スタッフ（特に男性）不足

• 行政、民間会社、活動団体、地区民等の連
携が必要

• 流域の河川環境保全に関わる企業団体グ
ループが一堂に会い意見交換を行いたい

• 予算、人材
• 委員会等があるとよい
• 年間事業や戦略等

64

強み・弱みが

明確にある

21.4%

際立った強み・

弱みはない

64.3%

その他

7.1%

無回答

7.1%

課題がある

28.6%

ない

42.9%

わからない

21.4%

その他

7.1%



アンケート結果（3/3）

設問3-1
委員会の成果（良い点・効果）について

設問3-2
委員会の改善点

【期待以上の成果がある】
• 諸活動により水源地域の活性化が図られている
• 地域間交流や美化活動など各種事業を展開し、

水源地域の活性化に貢献している
【期待ほどの成果は薄い】
• ビジョンの内容がわかりづらいのではないか
【わからない】
• 自己満足の感じがする。日常的に何をやっている

のかが一般的には見えて来ない

【改善点がある】
• 組織として年1回しか集まらないが、活動を

同じくする企業、グループ毎の集まりが必
要では

• 広報活動…取りくみの紹介、参加要請など

（n=14）
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期待以上の成果がある

21.4%

期待ほどの成果は

薄い

7.1%
わからない

71.4%

その他

0.0% 改善点がある

14.3%

特に改善点はない

50.0%

わからない

35.7%

その他

0.0%


